
石油化学工業協会 

 ２０１９年１０月実績概要（メモ）  

（２０１９．１１．２１） 
 
エチレンの増産とともに誘導品の定修も終盤に差し掛かり、伸び率も高めの製品が多い。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５５９，２００トン  
 前 月  比     ＋４．８％（＋２５，８００トン） 
 前年同月比     ＋１．２％（＋ ６，８００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９３．２ ％ → 当月 ９４．６％ ← 前年同月９５．０％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 １社１プラント 
本年１～１０月の累計生産量 ５，３０１．９千トン、前年同期比＋５．３％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数の増加や定修規模差等から LD、SM、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EO、EG、AN な
どの１1 品目がプラス。HD、SBR、BR、ベンゼンなどの６品目は、定修規模差や稼働率要因からマ
イナスとなった。 
前年比では、主に定修規模差や稼働率要因から LD、PS、塩ビモノマー、MMA モノマー、AN、SBR
などの１０品目がプラス。HD、EO、ベンゼン、トルエンなどの７品目はマイナスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、LD は日数増加と定修系列数の減少等から大幅なプラス、PP、PS は主に日数増加から

プラスとなった。HD は定修系列数の増加等に伴いマイナスとなった。 
前年比では、主に定修規模の差から LD、PP、PS はプラス、HD はマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、ユーザー側の稼働日数の増加もあり、LD、PP、PS でプラスとなった。このうち、LD
ではほとんどの出荷分野で数量が増加したほか、PP では射出成形分野の出荷が当月は減少となった

のに代って、フィルム分野、押出成形分野の出荷が増加した。また、PS は包装分野、FS 分野での出

荷の増加が見られた。 
前年比では、LD、HD、PP、PS の４樹脂でマイナスとなった。PE ではフィルム分野をはじめとし、

総じて出荷量が減少した。PP では射出成形分野、フィルム分野等の出荷が減少し、昨年の 11 月以

来の前年割れとなった。また、PS は FS 分野の出荷量の減少がやや大きくマイナスとなった。 
ハ）輸    出 

LD、HD、PP は 1 万トン前後の輸出量となり、前月比では HD、PP がプラスとなった。 
前年比は、ポリオレフィン３樹脂では前年の輸出がやや低調であったこともありプラス。PS はマイ

ナスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、LD、HD で増加、PP、PS は減少した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、HD で

上昇、PP、PS は低下した。在庫水準としては、LD、HD は高め、PP はややタイト、PS はほぼ適

正水準となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％ －  
 定修要因等 －   ＋ １．６ ％  
 能力増減 － ＋ ０．１ ％  
 稼働率変動 ＋ １．５ ％ ▲  ０．５ ％  
 生産増減率 ＋ ４．８  ％ ＋ １．２ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
９月末 10 月末 

L D ＋６，３００ ３．６ ３．７ 

H D ＋  ４００ ３．６ ３．７ 

P P ▲８，６００ ３．０ ２．８ 

P S  ▲２ ,３００ １．７ １．６ 


